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平成２６年１２月１５日 

編集発行 

社会福祉法人 紫野の会  

障害者支援施設 かりいほ 

平成 26年度共生社会を創る愛の基金「地域連携中核団体事業」の助成金を頂き、社会福祉法

人紫野の会の主催で〈「生きにくさ」を抱えた当事者の人生の語り〉を以下の日程で行いまし

た。 

 

9月 1日 栃木県宇都宮市   協力 栃木県地域生活定着支援センター 

10月 31日 宮城県仙台市   協力 宮城県地域生活定着支援センター 

12月 1日 東京都新宿区   協力 社会福祉法人武蔵野会 

 

人生を語る講師は、今井さんと下野さんです。20～40人の参加者の前で、聞き手の当法人理事 

飯島惠子さんとのやり取りで人生を語りました。この取り組みは、本人の抱える「生きにくさ」

を参加者に考え、理解してもらうこと、そして、本人自身が自分の人生を自分の言葉で語ること

により、これから生きていくための新しい物語を創り出すことにあります。 

平成 27年 2月には、兵庫県で行います。 

 

11月に入り、昭和 54年の開設以来初めてのかりいほの大規模修繕が始まりました。この工

事は、国・東京都の補助を受けて行います。工事は、①男子棟、女子棟の居室の個室化、事務

棟を利用者の個室に転用、②調理室の改修、③屋根の塗装、給水本管の取り替え等です。利用

者の居室の個室化は、利用者一人ひとりが安心して居られる居場所にするためのものです。こ

の工事の後に、さらにＡ棟、Ｂ棟を改修し、利用者全員の居室を個別化します。 

 

居室の個室化を中心としたかりいほの 

大規模修繕が始まりました。 
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利用者の「人生の語り」を 

三か所で行いました 
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 今年の栃木県障害者スポーツ大会は、例年より１か月遅い１０月１２日に開催され

ました。朝は寒かったですが、昼には気温も上がり、台風で心配だった天気も崩れず

に大会に臨むことができました。 

 あまり練習をする時間はとれませんでしたが、昨年のメダルを取れなかった悔しさ

をバネに、金メダルをとった人、自己記録を更新した人、不覚にも油断をしてしまい

危うかった人それぞれいましたが、全員無事にメダルを持ち帰ることができました。 

 結果にかかわらず、こういった大会に参加し、努力し、いつもとは違った場の雰囲

気に触れることは重要な事だと感じました。 

 

第１０回栃木県障害者スポーツ大会 

下野さん ソフトボール投げ金メダル 

今回女子のソフトボール投げにでました。６０組でした。今回４０ｍ２１ｃｍ

でした。結果１位でした。前回より３ｍ更新しました。来年も出て記録をぬき

たいとおもいます。 

 

小幡君 ソフトボール投げ金メダル 

自分はソフトボール投げにでました。じゅんばんをまっているときには、ほか

のひとのボールのなげかたをみていましたよ。そして自分の出番になったとき

は全力でボールをなげましたよ。そうしたら５０ｍ１９ｃｍとびました。きょ

りのはっぴょうをきいたときは、とてもびっくりしましたよ。自分はとてもう

れしいです。 

大達君 ５０ｍ走金メダル 

ごぜんちゅうに５０ｍにでました。スタートはできたんだけど、さいしょは２

ばんめのほうではしってて、ゴールでぬいて１位になりました。さいしょはき

んちょうしたけど、ゴールしたときは１位になってうれしかったでした。また

つぎはソフトボールなげで、なおとおばたにしょうぶしたいとおもいます。 

渡辺君 ５０ｍ走銅メダル 

５０ｍで３いとった。にもつはこびがたいへんだった。さいしょはよかったけ

ど、あとからがんがんぬかれちゃった。１いになろうとおもったけど、だめだ

った。スタートまえにたんさんのじゅーすのんで、だめだった。 
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かりいほ大運動会 2014 

 

１１月２日に毎年恒例のかりいほ大運動会が行われました。例年は１０月の第１日

曜日に行われますが、今年は台風１８号の影響で１か月延期となっての開催でした。

外部からのお客様やボランティアを含めると１００名近い参加となりました。予報で

は雨の心配もありましたが、天気にも恵まれ最高の運動会日和になりました。今年は

保護者チームが復活し、大いに盛り上がりました。お昼はお弁当に豚汁、焼き芋、綿

あめ、おいしいものがいっぱいでお腹いっぱい。大きな釜を使って作った豚汁は特に

おいしかったです。夜はバーベキューをしました。おいしいものを食べ、お酒を飲ん

だり、カラオケをしたりと、とても楽しい１日になりました。 

 

白熱！パンくい競争 

頑張って！ あと少し！ 

かぼちゃリレーの様子 
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かりいほ便り 年３回発行（６月、１０月、２月） 

編集発行 障害者支援施設 かりいほ  

〒324－0231 栃木県大田原市北野上３９５２番地 Tel 0287－54－2854 

障がい者福祉物産展 

 

 

 

 

１０月７日～８日にかけて、全国生産活動・就労支援部会による『障がい者

福祉物産展～味よし・品よし・心よし～』が東京の日比谷公園で開催されまし

た。物産展自体は３回目ですが、かりいほは初の出展でした。日比谷公園とい

う東京の中心部でかりいほの取り組みをアピールするのは貴重な機会です。し

っかりとかりいほの取り組みをアピールすることができるよう、“お茶”“リー

ス”“結び織り”をテーマにしたパネルで展示し、販売を行いました。かりい

ほが取り組んでいることを、商品と併せてパネル展示で説明できたので、お客

さんも商品の背景をイメージしやすく、良いアピールに繋がったのではと感じ

ます。また、真名子理事長をはじめ、保護者の方々にもご協力をいただき、お

陰様で多くの方々にかりいほのブースへ足を運んでいただくことができまし

た。 

 全国から８０事業所以上が集結していたということもあり、他事業所と繋が

りを持てた良い機会にもなりました。「お茶作りの方法」や、「結び織り機の使

い方」、「リース作りの際の花の色が抜けないコツ」等の質問を受け他事業所に

説明することで、結果かりいほについて知ってもらう事ができたように思いま

す。また、私たちからしてみても、他事業所がどういう取り組みをしているの

かを学べたことは、大きな収穫となりました。 

 今回の物産展で得た繋がり・また他事業所から学んだことは、今後のかりい

ほの取り組みに還元していき、かりいほの活動をより充実したものにしていき

たいと思います。 

 

かりいほブースの様子 注目を集めたパネル 


